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出生前診断をとりまく現状：診断の方法論だけが先に進んでいるという実状がある。 
出生前診断をとりまく問題点 
・異常所見により人工妊娠中絶を選択することにつなが
る。すなわち、障害を理由に命を選別するという倫理的
問題 
・異常を検出しても治療法がない場合もあり、また、予
後の予測が完全に明確にならないという問題 
出生前診断を受ける（受けた）女性 
・妊娠の継続を決めた場合、不安を増大させる可能性
・人工妊娠中絶を選択した場合、本当に正しい選択だ
ったのかと悩む可能性 
出生前診断を巡って悩む女性を支援する看護者に求められる役割 
・カウンセリング・精神的ケア・継続した支援体制などがあるが、看護者自身も倫理的ジレンマを感じることが多い。 
看護者が倫理的ジレンマを感じたとき、自己の悩みとして閉じ込
めてしまわないこと、考えたことを表現してみて、ジレンマを顕
在化すること、問題を検討しチームで話し合う場をもつことが大
切である。 
だが、実際に看護者の出生前診断を受ける女性に関わる看護者の
ジレンマの具体的内容や、看護者自身の価値観や態度がどのよう
なものなのかに対する先行研究は少ない。 
看護者が出生前診断に対してどのような価値観や態度をもって、
出生前診断を受ける女性に接しているのか明らかにする。 
看護者が自身の価値観や態度
について振り返り、気づくこ
との一助になると考える。さ
らに、個人の倫理的問題に関
する考えを深め、出生前診断
を受ける女性へのよりよい支
援につなげる。 
